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心に響く歌声を あなたへ
１１月２９日（水 、刈谷市総合文化センターで１４４音楽会を開催しました。どの学年の子どもた）

ちも、これまでの練習の成果を十分に発揮し、会場いっぱいのお客様を前に、堂々とそして心をこめて
歌声を届けました。

がんばった音楽会 ２年竹組 鈴木 創士
２年生は、一ばん目の発表だったので、とてもきん

ちょうしました。でも、きいている人にピノキオの気
もちをつたえたり、きれいな歌声だと思ったりしても
らいたくて、大きな口をあけて、がんばって歌いまし
た。
ほかの学年も、とてもよかったけど、中でも５年生

のはっぴょうは、自分がかわりたいという気もちがつ
たわってきて、見ていてとても自しんがわいてきまし
た。来年は、もっと自しんをもってせりふにチャレン
ジしたいです。

はじめてのおんがくかい １年松組 粟津 朋
１年生は、スイミーをはっぴょうし、ぼくは、さい

ごの「ぼくが目になろう」というせりふをいうやくに
なりました。まをあけながらいうことや、まえのこが
いってから、１、２とこころの中でかぞえていうこと
をきをつけて、いえでもまい日れんしゅうしました。
つよいおとこになりたいからがんばりました。
本ばんはきんちょうしたけど、ぜったいせいこうさ

せたいとおもいました。大ホールでせいこうして、き
もちよかったです。らい年もがんばります。

ぼくの１４４音楽会 ５年松組 荻野 裕亮
主役に選ばれた時、心が躍る気持ちと責任を背負っ

ていくプレッシャーがありました。
本番は、普段の何倍も緊張して 「最初のせりふで、

まちがえてはいけない」と思って、心臓が破裂しそう
でした。でも、だんだん調子に乗ってきて、リハーサ
ル通りにできました。終わった時は、やりきったとい
う気持ちになりました。
と中で気持ちを変えていく難しい役だったけど、指

導してくださった河治先生と、一緒にがんばった仲間
に「ありがとう」と言いたいです。

＜平成３０年度の音楽会について＞
※１２月１日の抽選会で、平成３０年１２月１４日に会場を確保することができました。来年度も、総
合文化センター大ホールでの音楽会開催となります。なお、期日につきましては、今後、他団体のキ
ャンセルが出るなどして、変更になる場合がありますので、ご承知おきください。

２年 ピノキオ ～すなおな心～

５年 チェンジ～なりたい自分へ 明日に向かって～

１年 勇気 ～自分・仲間を信じて～



えがおで歌えた音楽会 ３年松組 藤井 礼奈
わたしは音楽会をずっと楽しみにしていました。
練習を始めた時は、毎日音楽のじゅぎょうがありま

した。歌をまちがえないように、歌詞のテストがあっ
てたいへんでした。どうしてかというと、リズムがな
いとおぼえにくいからです。
アルトの練習はむずかしかったから心ぱいしていた

けど、本番では、口を大きくひらいてえがおで歌えま
した。
わたしの中では、１００点がとれたと思います。

１４４音楽会 ４年竹組 磯貝 瞭
ぼくたち４年生の発表では、ボディパーカッション

でキッズウェーブをやりました。ぼくにとっては、初
めて知った音楽の伝え方でした。
一人で出せる音は小さいけれど、学年全員の力を合

わせて、見に来てくれた人たちに、音のひびきを楽し
く伝えられる音になったと思います。
動きを合わせるのに苦労したこともあったけれど、

家に帰ってからビデオを見て、がんばってよかったな
と思いました。

ありがとう音楽会 ６年松組 井野 美弘
みんなと心を一つにして歌った音楽会は、私にとっ

て、とてもよい思い出になりました。
音楽会で、たくさんの心のこもった拍手をもらい、

私はとても温かい気持ちになりました。みんなと一緒
に歌えたこと、そして、聞いてくださる人への感謝の
気持ちを忘れずに、残り少ない小学校生活に生かして
いきたいです。
亀城っ子の歌声が、いつまでも大ホールに響き続け

ていけるといいなと思います。

開鍵式
１２月２日（土 、平成１９年度の卒業生が亀城小学）

校に集まり、開鍵式（かいけんしき）を行いました。
卒業時に書いた、１０年後の自分に宛てた作文を読み
ながら、成長を喜び合う行事です。
文禮の塔の前で、当時の塚崎校長先生からお話をい

ただいた後、作文を収めた箱の鍵を受け取った代表２
名が作文を取り出すと、卒業生から拍手が起こりまし
た。同窓会長の市川様、学年主任の岡本先生にもごあ
いさつをいただきました。最後に、実行委員長の髙須
陽大さんが堂々とスピーチを行い、式を閉じました。
この後、卒業生は多目的ホールに場所を移し、担任

の先生方も交え、思い出の作文を読みながら、なごや
かな雰囲気で旧交を温めました。

４年 夢 ～未来の空へ向かって～

市川会長の来賓あいさつ

３年 ＳＷＥＥＴ ＳＯＵＬ ～たっぷりの思いやりをもとう～

６年 夢とプライド ～夢を抱いて、未来へはばたこう～




